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2章 インストールと設定

• 9 ページ　「RPM パッケージによるインストール（２） RPM パッケージ構成」

◦ 下部 サーバプログラム

正： postgresql96‐server

誤： postgresql‐server96

◦ 下部 ライブラリ。 クライアント・サーバ双方から利用される

正： postgresql96‐libs

誤： postgresql‐lib96

• 28 ページ  「個人環境の設定」 

◦ 上部 コマンド実行例

正： $ createdb userdb

誤： $ createdb userDB

◦ 上部 吹き出し

正： userdbの Ownerが <一般ユーザ> になっていることを確認

誤： userDBの Ownerが <一般ユーザ> になっていることを確認

3章 SQL実行

• 10 ページ  「基本的な SQL 文（4） データの表示（検索条件）」 

◦ 下部 表 条件式でよく使われる演算子／キーワード

正： < 、> 、<= 、>=

誤： < 、> 、>= 、>=

• 28 ページ  「サブクエリ（1） WHERE（1 行）」 

◦ 上部 SQL実行例のサブクエリ

正： (SELECT min(price) FROM items)

誤： (SELECT min(price) FROM item)

• 34 ページ 「3 章演習 売上管理データの参照（1）」

36 ページ 「3 章演習 売上管理データの参照（3）」

◦ 上部 表 sales テーブル情報

正： item_id        (INTEGER)

誤： goods_id        (INTEGER) 
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4章 トランザクション

• 22 ページ  「トランザクション同時実行制御（4） ロックレベル」 

◦ 下部 テーブルロックのロックモード 1 段落目 2 行目

正： 表の上に行くほど強いロックになります。

誤： 表の下に行くほど強いロックになります。

5章 関数

• 12 ページ  「PL/pgSQL odd_even()」 

◦ 上部 SQL 実行例の DECLARE 部

正： DECLARE 誤： DECLARE
  ret TEXT;   ret TEXT;

  num INT NOT NULL;

6章 バックアップ／リストア

• 5 ページ  「論理バックアップ（２） リストア」 

◦ 上部 -j 並列リストアの SQL 実行例

正： $ pg_restore ‐d re_bookstore ‐j 2 bookstore_dir

誤： $ pg_restore ‐d re_bookstore ‐j 2 bookstore.dir

• 20 ページ  「PITR（8） recovery.conf」 

◦ 下部 下から 2 段落目 パラメータ名

正： recovery_target_xid：

誤： recovry_target_xid：

8章 テーブル設計

• 27 ページ  「外部キー制約（3） 動作確認 テーブル作成」 

◦ 上部 右上吹き出し

正： fruit テーブルが残っている場合は作り直す必要があります

誤： fruit テーブルが残っている場合はそのまま使えます

 　　 補足：　　　3章で作成した fruit テーブルには PRIMARY KEY 制約がついていません。
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9章 演習解答

• 6 ページ  「3 章 演習解答（4） 売り上げ管理データの参照」 

◦ 上部 問 5 回答

正： AND time < ‘2017‐06‐01’::timestamp;

誤： AND time < ‘2017‐06‐01’;

◦ 上部 問 6 回答

正： AND time < ‘2017‐06‐01’::timestamp);

誤： AND time < ‘2017‐06‐01’);

• 10 ページ  「6 章 演習解答（1） PITR ～リカバリ～」 

◦ 上部 手順 2 コマンド実行例

実行例として、ベースバックアップの取得日時を取得していますが、この演習では fruitテーブ

ルが削除された時刻は明らかですので、必要ありません。

削除を実施した時間を指定してください。

• 11 ページ  「6 章 演習解答（2） PITR ～リカバリ～」 

◦ 上部 手順 6 コマンド実行例

正： $ psql userdb ‐p 5433

誤： $ psql userDB ‐p 5433

• 13 ページ  「8 章 演習解答（2） テーブル設計」 

◦ 上部 rentals テーブルの作成回答 最後の CHECK 部分

正： CHECK (start_date <= return_date 
       AND return_date < start_date + '10 day'::interval)

誤： CHECK (return_date BETWEEN start_date
       AND start_date + ‘1 day’::interval)

「1 day」 は 「10 day」 の誤りでした。

「a BETWEEN x AND y」 は 「x <= a AND a <= y」 と同じになるため解答例は誤りでした。

(また、BETWEEN はトレーニングテキスト内で扱っていないため適切ではありませんでした。）
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